
甲府市公共事業評価 説明資料

まちづくり部まち開発室都市計画課

令和４年１１月１７日（木）



公共事業評価の実施について

■背景・目的

令和２年４月より本市では、都市再生整備計画を作成し、国の都市構造再編集中支援事業を活用する中

で、中心市街地の活性化や歩きたくなるまちなかの再生を目指し、甲府城周辺や遊亀公園及び附属動物

園等の整備を実施している。

こうした中、今般、中心市街地の集客の中核となり、賑わいを創出してきた県内唯一の百貨店の移転と、

その跡地において民間事業者による再開発計画が公表されたところである。

本市では、民間事業者の再開発計画が、「都市の安全性の向上に資する老朽化した建築物の更新」や、

「土地の合理的かつ健全な高度利用を進め、都市機能・居住機能を兼ね備えた良好な市街地環境の形成

を図る」とともに、「甲府城周辺整備などとの連携を強化することにより、地域商店街の振興・中心市街地の

活性化・まちなかの再生」に寄与すると判断し、「丸の内一丁目地区優良建築物等整備事業」を都市再生

整備計画へ追加する中で、さらなる事業展開を図りたいと考えている。

こうしたことから、今回、現都市再生整備計画の追加変更及び次期計画の策定を踏まえた「丸の内一丁

目地区優良建築物等整備事業」の公共事業評価（事前評価）を実施するものである。

1



2

都市再生整備計画と優良建築物等整備事業の関係性について

R5：実施設計及び既存建物除却等

都市再生整備計画 優良建築物等整備事業
（R5～R10)

年度

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

１
期

２
期

第１期計画（現行計画）
・甲府城周辺整備
・遊亀公園、附属動物園
・春日本通り線

第２期計画（新規作成）
・遊亀公園、附属動物園
・優良建築物等整備事業
・＋α

優良建築物等整備事業の追加

R6：既存建物除却

R7～R10：建設工事

第１期計画では、設計および建物除却

第２期計画では、建設工事

評価指標

指標A
地域防災性の向上

指標B
まちなかの歩行量増加
評価C
甲府駅周辺地区の地価
上昇

今回の事前評価の対象



まちづくり（都市再生）に関する計画及び事業の概要

市町村が作成する都市の再生に必要な公共公益

施設の整備等に関する計画

■都市再生整備計画
（R2年4月作成・公表 今回、優建事業の追加変更）

■都市構造再編集中支援事業
（R2年4月～事業実施中 今回、優建事業の追加変更）

都市再生整備計画に基づき実施される事業のうち、

立地適正化計画の目標に適合するものを、集中的に

支援する国の補助制度

■立地適正化計画 （R2年3月作成・公表）

まちづくりに関する計画・事業の概要
国土交通省HPより引用

市町村が立地適正化計画を作成・公表

市町村が都市再生整備計画を作成・公表

まちづくりの方針、都市機能誘導区域・居住誘導区域等を設定

まちづくりに必要な事業を都市再生整備計画に位置づけ

都市構造再編集中支援事業による支援

公共公益施設の整備
（歩行空間等）

誘導施設の整備（学校・病院等）

移転を希望する者の移転支援
（移転元地の住宅除却等）

防災力強化の取組
（避難所の改修等）

居住誘導区域

駅

都市機能誘導区域

誘導施設の整備
（学校・病院等）

防災力強化の取組
（避難所の改修等）

エリア価値向上に資する取組
（既存ストックを活用した社会実験等）

エリア価値向上に資する取組
（既存ストックを活用した社会実験等）

公共公益施設の整備
（歩行空間等）

移転を希望する者の移転支援
（移転元地の住宅除却等）

脱炭素に資する取組
（再生可能エネルギー施設等整備）

脱炭素に資する取組
（再生可能ｴﾈﾙｷ゙ ｰ施設等整備）
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コンパクト+ネットワーク型の都市の実現に向け、

都市再生特別措置法に基づき、市町村が策定する計画

居住機能や福祉・医療・商業等の都市機能の立地、公

共交通の充実に関する包括的なマスタープラン



◆事業概要：県内唯一の動物園が併設した遊亀公園・附属動物園のリニューアル整備や公共施設跡地を活用した甲府城周辺の整備により、歴史・文化を活かした魅力あるまちづ
くりの推進を図るとともに、賑わいの拠点をつなぐまちなか回遊道路の整備により、賑わいがあふれ、歩きたくなるようなまちなかへ再生する。

◆事業主体：甲府市 ◆面積：１９５．８ha ◆交付期間：令和２年度～令和６年度の5ヵ年

◆全体事業費：４,４７２百万円 ◆交付対象事業費：３,３００.０百万円（国費：１,６５０.０百万円） ◆国費率：５０％

山梨県庁

甲府市役所

■基幹事業（誘導施設）
動物園整備（遊亀公園附属動物園）

■基幹事業（公園）
公園整備（遊亀公園）.

■基幹事業（道路）
道路整備（まちなか回遊道路）

■基幹事業（高質空間形成施設）
道路整備（春日本通り線）

◯関連事業
県）都市計画道路整備 大手二丁目浅原橋線

■基幹事業（地域生活基盤施設）
広場整備（交流広場）

■基幹事業（高次都市施設）
施設整備（交流施設）

◯関連事業
都市計画道路整備 和戸町竜王線

:  都市再生整備計画の区域

:  重点都市機能誘導区域

:  ■基幹事業

: ○関連事業

（参考）

◯関連事業
甲府駅周辺土地区画整理事業

山梨文化会館

◯関連事業
県）舞鶴城公園整備

立地適正化計画公表時期：令和２年４月

甲州夢小路県立図書館

よっちゃばれ広場

甲府城

〇関連事業
中心市街地企画提案型自主的取組支援事業（産業部）

空き店舗活用事業（産業部）

官民連携まちなか再生推進事業（企画財務部）

動物園展示のイメージ

まちなか回遊道路のイメージ

甲府駅周辺地区 事業概要（基幹事業一覧）

2. 甲府駅周辺地区におけるまちづくり

• 本市では、甲府駅周辺地区を「甲府市立地適
正化計画」において、市の中心であり高次な
都市機能が集積した山梨県をけん引する拠点
形成を目指す重点都市機能誘導区域に設定し
ている。

• 本地区では、多様な都市機能を増進し、商業
の振興による経済活力の向上を図るととも
に、回遊性の向上による健康増進や、子育て
インフラに寄与する施設を誘導する中で、新
たな付加価値を創出するため、遊亀公園・附
属動物園の整備や甲府城南側における交流施
設・交流広場、まちなか回遊道路などの整備
に取り組んでいる。

• これらの事業については、「地域資源の魅力
や回遊性の向上により、人々が集い、賑わい
があふれ、歩きたくなるまちなかへの再生」
を目指し国の補助金（都市構造再編集中支援
事業）を活用する中で鋭意取り組んでいる。

3. 遊亀公園・附属動物園の整備

目標：子育て支援及び環境教育によるふれあい
と賑わいの創出

• 2019年に開園100周年を迎えた動物園等を、人
と人、人と動物、街や様々な関係機関・施設
との「ふれあい（かかわる・連携する）」の
場所として位置付け、子どもの成長に合わせ
た遊具の設置や子育て世代のコミュニティー
づくりの場となる公園整備をしている。ま
た、環境学習の場として「（仮称）こども生
き物学習センター」を設置するとともに動物
本来の生態を観察できる動物園へリニューア
ル整備を行っている。

4. 甲府城周辺の整備

目標：公共施設跡地等の有効活用による歴史
が感じられ多様な交流を生み出す甲府
の顔としての魅力の再生

• 県市共同で策定した「甲府城周辺地域活性
化基本計画・実施計画」に基づき、公共未
利用地を活用し、来訪者等が甲府城を中心
として栄えた小江戸甲府の賑わいや歴史・
文化を感じながら、ゆっくりと時間を過ご
せ、また来たいと思える空間づくり進めて
いる。

• 令和4年6月、甲府城南側エリアを歴史文化
のランドマークとして、回遊性の向上と賑
わいの創出を図るための施設等を着実に整
備していくため、「小江戸甲府 甲府城下
町整備プラン」を策定した。

5. 春日本通り線（春日あべにゅう）の整備

目標：賑わいの拠点をつなぐ回遊ルートの
整備によるまちなかの活力の再生

• 甲府城周辺と遊亀公園・附属動物園などの
賑わいの拠点を結ぶ春日あべにゅうを快適
で高質な歩きたくなる道路へ再整備する。

• 再整備により、回遊性を高め、点を線でつ
なげ、拠点間の相互作用を引き起こすこと
で、民間投資の誘発、さらには消費の拡大
といった好循環を生み出し、線を面に広げ
ていく取組が、中心商業エリアや中心市街
地をはじめ甲府駅周辺全体のエリア価値の
向上につなげるものとする。

遊亀公園・附属動物園

6. その他関連事業（まちづくり部）

• 甲府駅周辺土地区画整理事業
• 都市計画道路 和戸町竜王線整備事業
• 空き家改修助成制度
• 地域活性化施設整備費補助制度

甲府駅周辺地区におけるまちづくりについて 都市再生整備計画（甲府駅周辺地区）

1. 都市構造再編集中支援事業とは

• 本市では、集約と連携による持続可能な都市
構造の実現に向けて、「都市機能」「居住機
能」「公共交通」が連携した具体的な取組を
推進して、人・まちが元気で健康に暮らせる
まちづくりを目指し「甲府市立地適正化計
画」を作成した。

• 都市構造再編集中支援事業は、立地適正化計
画に基づく取組等に国が集中的に支援を行う

制度である。
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優良建築物等整備事業（丸の内一丁目地区）の概要
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■施行者：MIRARTHホールディングス株式会社（㈱タカラレーベン）

■施工場所：甲府市丸の内一丁目21番地 外

■整備内容：鉄筋コンクリート造 地上28階建て、

延べ面積 約61,000㎡、建築面積 約6,150㎡、住戸数 366戸、

駐車場 508台（内店舗用 316台）、駐輪台数 678台（内店舗用 93台）、

商業施設、公共広場等 ※現在時点の計画であり、今後変更となる可能性がある。

■整備期間：令和5年度～令和10年度

■総事業費：約228億円

■全体計画：（年度別整備内容）

令和5年度：実施設計及び既存建物除却等、令和6年度：既存建物除却、

令和7年度～10年度：建設工事



優良建築物等整備事業（丸の内一丁目地区）の概要
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甲府市役所

ココリ

防災新館

山梨県庁

山梨中央銀行
本店

岡島百貨店

甲府警察署
古名屋ホテル

ホテル談露館

デュオヒルズ甲府

舞鶴城公園 甲府城址

位置図

優良建築物等整備事業
（丸の内一丁目地区）

①

①
②

②

④

③

③

④
岡島百貨店

武藤ビル

福田ビル

小澤ビル

八百竹ビル

甲斐物産ビル

岡島百貨店第一駐車場

現況写真

「小江戸甲府 城下町整備プラン」
に基づく整備区域

オリオンイースト

オリオンスクエア

おしろらんど

オリオン通り

舞鶴城公園整備
（山梨県）



優良建築物等整備事業（丸の内一丁目地区）の概要
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イメージ図※現時点の計画であり、今後変更となる可能性があります。



公共事業評価の実施について

■公共事業評価の内容

「丸の内一丁目地区優良建築物等整備事業」の現都市再生整備計画への追加変更及び

次期計画の策定を踏まえた、本件事業の事前評価をいただきたい。
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■都市構造再編集中支援事業における事前評価

「都市構造再編集中支援事業事前評価シート」に基づき計

画内容の検討を行うことが必要。

□事前評価の内容

市町村は、「都市構造再編集中支援事業事前評価シート」を

用いて、以下の観点から評価をする。

Ⅰ．目標が妥当であるか

Ⅱ．計画が効果的・効率的であるか

Ⅲ．計画が実現可能であるか

都市再生整備計画事業等 評価の手引き（令和4年度版）より引用



都市再生整備計画の目標

第1期計画（令和2年度～令和6年度）

大目標：地域資源の魅力向上と回遊性の向上により、人々が集い、賑わいがあふれ、
歩きたくなるまちなかへ再生する。

目標1：公共施設跡地等の有効活用による歴史が感じられ多様な交流を生み出す甲府の顔
としての魅力の再生

目標2：賑わいの拠点をつなぐ回遊ルートの整備によるまちなかの活力の再生
目標3：子育て支援及び環境教育の場のリニューアルによるふれあいと賑わいの再生
目標4：市街地環境の整備改善による地域防災性の向上 ※新規追加
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第2期計画（令和7年度～令和10年度）

大目標：地域資源の魅力向上と回遊性の向上により、人々が集い、賑わいがあふれ、
歩きたくなるまちなかへ再生する。 ※第1期継続

目標1：来訪者の拠り所となる拠点整備による歩きたくなるまちなかの強化
目標2：都市機能の集積と居住空間の創出による生活利便性の高い職住遊が近接した

まちなか環境の形成
目標3：子育て支援及び環境教育の場のリニューアルによるふれあいと賑わいの再生



都市再生整備計画の目標を定量化する指標
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第1期計画（令和2年度～令和6年度）

指標１ まちなかの歩行量（138,261人：H29 → 137,000人 148,400人：R6） ※下方修正 

（定義） 

毎年同時期に 3日間の定点観測（21箇所）を行っている歩行者通行量の合計。 

  

指標２ まちなかの満足度（179ポイント：H30 → 210ポイント：R6） 

（定義） 

毎年同時期に実施する市民アンケート調査（甲府市市民実感度調査報告書）におけるまちなかの賑わいに関する実感度（「そ

う思う」に 4点、「ややそう思う」に 3点、「あまりそう思わない」に 2点、「そう思わない」に 1と換算し、その合計を

有効回答数で除した平均値×100） 

  

指標３ 動物園の入園者数（123,741人／年：H29 → 140,000人／年：R6（210,000人／年：完成時 R10）） 

（定義） 

動物園の年間入園者数 

  

指標４ 地域防災性の向上（1件：R4 → 0件：R6） ※新規追加 

（定義） 

緊急輸送道路等に面した耐震性の向上が必要な要緊急安全確認大規模建築物※の数 

※「建築物の耐震改修の促進に関する法律」に基づく大規模建築物 

 



都市再生整備計画の目標を定量化する指標
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第2期計画（令和7年度～令和10年度）

指標１ まちなかの歩行量（138,261人：H29 → 148,400人：R10） ※基準値については、計画策定時に修正 

（定義） 

毎年同時期に 3日間の定点観測（21箇所）を行っている歩行者通行量の合計 

 

指標２ 甲府駅周辺地区の地価上昇（100％：R3 → 100.2％：R10） 

（定義） 

 優良建築物等整備事業完成後の令和１１年１月における甲府駅周辺地区内の 9地点の公示地価の平均値が令和４年１月から

＋0.2%上昇 

  

指標３ 動物園の入園者数（123,741人／年：H29 → 210,000人／年：完成時 R10） 

（定義） 

動物園の年間入園者数 

 

 

 

 

 

 

 

※目標を定量化する指標は、今後の国土交通省等との協議において変更となる可能性がある。 

なお、目標を定量化する指標は、変更となった場合においても本市独自のモニタリング指標として評価・検証を行う。 



優良建築物等整備事業における整備目標・方針
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○安全で快適な市街地形成 ・・・指標A（1期 指標4） 地域防災性の向上

目標：「市街地環境の整備改善による地域防災性の向上」

• 老朽化した建築物や緊急輸送道路（国道411号）に面した耐震性の向上が必要な建築物の更新を図る。

• 未整備の都市計画道路部分（国道411号）を将来の道路用地として確保し、安全で快適な市街地形成を促進する。

○歩きたくなるまちなかの強化 ・・・指標B （1期 指標1、2期 指標1） まちなかの歩行量

目標：「来訪者の拠り所となる拠点整備による歩きたくなるまちなかの強化」

• 来訪者の拠り所となる拠点整備と周辺の街路空間と連続性・一体性のある空地やイベントスペース、屋上広

場等の確保による中心市街地の歩行者動線が強化され、回遊性・滞留性が向上する。

○甲府駅周辺地区のエリア価値向上 ・・・指標C （2期 指標2） 甲府駅周辺地区の地価上昇

目標：「都市機能の集積と居住空間の創出による生活利便性の高い職住遊が近接したまちなか環境の形成」

• 魅力的な店舗の立地と、子育て支援機能等の居住者や来訪者にとって必要な都市機能の集積を促し、生活

利便性の高いまちなか環境を形成する。

• 居住空間の創出による周辺の商業や業務などの維持・向上と、職住遊が近接したゆとりある暮らしの確保や

多様な交流の創出、地域を支える地域コミュニティの維持・形成を図る。

⇒これまでの事業（甲府城周辺や遊亀公園附属動物園等）との相乗効果により、人々
が集い、賑わいが溢れ、歩きたくなるまちなかに再生する。



評価指標（計画目標を定量化する指標）について
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■指標A （1期 指標4）：地域防災性の向上

（定義）

緊急輸送道路等に面した耐震性の向上が必要な要緊急安全確認大規模建築物※の数

※「建築物の耐震改修の促進に関する法律」に基づく大規模建築物

（目標）

「市街地環境の整備改善による地域防災性の向上」

（目標と指標及び目標値の関連性）

大規模地震による倒壊等の被害を未然に防止するため、緊急輸送道路等に面した耐震性の向上

が必要な要緊急安全確認大規模建築物を除却することで、地域防災性の向上を図るとともに、安

全で安心なまちづくりの実現につなげる。

従前値：１件（R４） → 目標値：０件（R６）



評価指標（計画目標を定量化する指標）について
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■指標B（1期 指標1、2期 指標1）：まちなかの歩行量の増加

（定義）

毎年同時期に、中心市街地における3日間(金、土、日)の定点観測（21箇所）を行っている

歩行者通行量の合計

（目標）

「来訪者の拠り所となる拠点整備による歩きたくなるまちなかの強化」

（目標と指標及び目標値の関連性）

新たな賑わい拠点の形成と回遊性の向上により、人が行き交うまちなかの賑わいを維持する。

従前値：１３８,２６１人（H２９） → 目標値：１４８,４００人（R10）



評価指標（計画目標を定量化する指標）について
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●まちなかの歩行量への影響について
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中心市街地歩行者量の推移

これまでの歩行量を踏まえた推計：130,373人
y = －964.02x + 146761

目標値：148,400人

・甲府城南側交流施設・飲食物販施設整備（令和７年４月予定）

・優良建築物等整備事業（令和１０年予定）

（遊亀公園附属動物園リニューアル整備（令和９年４月予定）

4,000人/3日 民間事業者へのヒアリングを基に算出

14,000人/3日 民間事業者へのヒアリングを基に算出

200人/3日 動物園来訪者の交通分担率を基に算出

事業によるプラス要因：
約18,000人

• 目標値は、過去5年間の調査において最も歩行量が多く賑わいを創出していたH30年の148,400
人とする。

• 過去の歩行量を踏まえた推計値では、令和10年度歩行量は約130,000人になる見込み。

• 目標値では、各事業による歩行量へのプラスの要因(約18,000人)として、以下を想定している。

【人】



評価指標（計画目標を定量化する指標）について
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■指標C（2期 指標2）：甲府駅周辺地区の地価上昇

（定義）

優良建築物等整備事業完成後の令和１１年１月（R１０年度）における甲府駅周辺地区内の9地点の

公示地価の平均値が令和４年１月（R３年度）から＋０．２％上昇。

（目標）

「都市機能の集積と居住空間の創出による生活利便性の高い職住遊が近接したまちなか環境の形成」

（目標と指標及び目標値の関連性）

都市機能の集積と居住空間の創出により、甲府駅周辺地区及びまちなかの地価の上昇を図る。

従前値： １００％ （R３） → 目標値： １００．２％ （R１０）

●まちなかの地価動向への影響について

今回の費用便益分析（B/C）においては、事業効果を地価に置き換え便益（B）を算出している。

あくまでも理論値ではあるが、現状と比較すると事業実施後に０．５％の地価上昇が見込まれる。

計画区域内の過去5年間の地価変動を踏まえると、事業実施後（施設供用時）は現時点比－０．３％が

想定されることから、目標値は現時点での地価変動のトレンドを踏まえ、事業完了時は現時点比＋０．

２％（-０．３＋０．５）の地価上昇を見込むものとする。



優良建築物等整備事業の費用便益分析結果
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費用（C）＝224.65億円

便益（B）＝235.32億円
（内訳）

・域内便益172.01億円
・域外便益63.31億円

費用便益比（B/C）＝1.05
※費用便益比（B/C）は、国の採択基準1.0を超えている。

「優良建築物等整備事業・地区再開発事業用便益分析」（全国市街地再開発協会）及び「市

街地再開発事業の費用便益分析マニュアル（案）」（平成３０年度改訂版）に基づいて費用便益

分析を行った。

＜分析結果＞


